
　　 関係機関と協議し
支援できるよう努めたい（石井地域振興課長）

Ａ

　 プレミアム付商品券Ｑ

　　 熊野町においては個人体験型を
検討していきたい（三村町長）

Ａ

　 民泊の推進Ｑ

ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！
　
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
施
策
等

に
つ
い
て
町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

　
平
成
21
年
に
商
工
会
が
特
典
付

商
品
券
を
発
売
し
た
が
、
実
績
等

正
式
な
数
字
を
出
し
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
効
果
が
あ
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
再
度
発
行
で
き
る
だ
け
の

財
政
援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ

　
昨
夏
、
全
国
か
ら
書
道
を
専
攻
す

る
大
学
生
が
訪
れ
、
筆
職
人
宅
な
ど

に
民
泊
し
て
筆
づ
く
り
体
験
を
し
た
。

こ
の
事
業
は
継
続
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
筆
づ
く
り
体
験
な
ど
を
看

板
に
し
た
民
泊
を
本
格
的
に
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

Ｑ

Ａ

Ａ

藤本議員

民法議員

　
商
工
会
か
ら
の
実
績
報
告
書
に

よ
る
と
、
大
型
店
５
店
舗
を
含
め
、

町
内
の
商
工
業
者
１
１
４
店
が
参

加
。
発
行
済
買
い
物
券
16
万
５
千

枚
の
う
ち
99
・
87
％
が
回
収
、
換

金
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
型
店

で
の
利
用
率
は
43
・
６
％
に
と
ど

ま
り
、
既
存
商
店
、
小
規
模
事
業

所
で
の
消
費
拡
大
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
町
内
消
費
を
喚
起
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
国
の
経
済

対
策
な
ど
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
し
、

支
援
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
最
近
の
修
学
旅
行
は
、
観
光
型

か
ら
体
験
交
流
型
へ
移
行
し
つ
つ

あ
り
、
一
般
家
庭
に
宿
泊
す
る
民

泊
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で

も
、
筆
職
人
と
若
い
世
代
の
交
流

を
目
的
に
、
書
道
文
化
交
流
促
進

事
業
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
２
年
に
一
度
程
度
で
継
続

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
民
泊
の
事
業
化
に
つ
い

て
は
、
他
市
町
の
事
例
や
県
の
指

針
に
基
づ
き
、
関
係
各
団
体
と
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
熊
野
町
に
お
い
て
は
、
修
学

旅
行
の
誘
致
よ
り
も
個
人
体
験
型

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総 務 部 門

　
政
治
家
と
し
て
ど
ん
な
所

感
を
持
っ
て
い
る
か
。
第
５

次
総
合
計
画
の
重
点
は
。
ま

た
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
。

　
家
庭
で
剪
定
さ
れ
た
庭
木

や
、
子
供
会
の
行
事
等
で
発

生
し
た
多
量
の
ご
み
は
、
環

境
セ
ン
タ
ー
へ
一
時
的
に
仮

置
き
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

荒瀧議員

　
町
長
就
任
後
、
３
つ
の
視

点
か
ら
所
信
表
明
を
行
っ
た
。

①
三
世
代
が
輝
く
暮
ら
し
を

は
ぐ
く
む
熊
野
づ
く
り
②
活

力
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
力
を

高
め
る
熊
野
づ
く
り
③
筆
産

地
の
歴
史
と
文
化
を
未
来
に

つ
な
ぐ
熊
野
づ
く
り
。

　
第
五
次
総
合
計
画
の
ま
ち

づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、
次
の
基
本
的

視
点
を
掲
げ
、
重
点
的
か
つ

横
断
的
に
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。
①
地
域
力
の
強
化
②

快
適
暮
ら
し
の
創
造
③
筆
の

都
の
活
性
化
。

　
各
施
策
を
計
画
的
か
つ
着

実
に
進
め
、
時
代
や
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
こ
れ
ら
の

目
標
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

住
民
が
筆
の
都
く
ま
の
に
愛

着
を
持
ち
、
住
み
続
け
た
く

な
る
町
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
庭
木
の
剪
定
に
よ
り
排
出

さ
れ
る
家
庭
ご
み
は
、
一
時

的
に
多
量
と
な
る
た
め
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
２
袋
ま

で
、
環
境
セ
ン
タ
ー
は
５
袋

ま
で
と
し
て
い
る
が
、
環
境

セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
10

袋
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
検
討

し
た
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
出
る
生
ご
み
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
を
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
搬
入
す
る
こ
と

に
し
た
場
合
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
向
上
に
な
る
反

面
、
仮
置
き
場
の
整
理
や
悪

臭
及
び
カ
ラ
ス
等
の
対
策
な

ど
も
必
要
な
た
め
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　　 筆の都くまのに愛着を持ち
住み続けたくなる町にしていきたい（三村町長）

Ａ

　　 庭木の剪定による家庭ごみの直接搬入は
拡大するよう検討したい（沖田生活環境課長）

Ａ

　 リーダーシップについて

　 環境センターへ一時的に
多量に出る家庭ごみの搬入

Ｑ

Ｑ

民法議員
民 生 部 門

▲環境センター


